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心配ごと相談

法律相談

知的障害者（児）相談

困りごと相談おしゃべり広場

福祉相談

秘密厳守
日時　毎週火曜日
　　　13時～16時
場所　福祉しあわせセンター
◎法律相談をご希望の方は、事前
に心配ごと相談をお受けください。

弁護士により
第１火曜日に実施しています。

成年後見制度のご相談も
お受けします。

日時　12月５日・12日
　　　　　19日・26日（水曜日）
　　　13時30分～16時
場所　福祉しあわせセンター

民生委員・児童委員が
ご相談をお受けします。

日時　12月８日（土）
　　　10時～11時30分
場所　石ヶ池公園パークセンター

秘密厳守
日時　12月６日・13日
　　　　　27日（木）
場所　福祉しあわせセンター

播磨町人権擁護委員が
ご相談をお受けします。

子育て相談
日時　12月25日（火）
　　　13時30分～16時
場所　福祉しあわせセンター

主任児童委員が
ご相談をお受けします。

　お友だちづくりや子育ての情報
交換をする場所です。
　お気軽にお越しください。

日時　毎週月曜日　10時～12時
場所　福祉会館
対象　おおむね0歳児とその保護者

日時　12月６日（木）・15日（土）
　　　10時～12時
場所　播磨町福祉会館

ストップ・ザ・無縁社会 検索

『ストップ・ザ・無縁社会』

～『無縁社会』から『支え合い社会』へ～
　価値観の多様化や単身世帯の増加、コミュニケー
ションの希薄化などの要因が重なり合い発生する社
会的孤立や孤独死などの社会状況が“無縁社会”と
して報道されています。
　播磨町社協は、兵庫県社協などで構成する「スト
ップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーン推進協議会
とともに『支え合い社会』を目指します。

全県キャンペーン　展開中

http：//www.stop-muen.jp
「ストップ・ザ・無縁社会」
全県キャンペーン推進協議会
（事務局：兵庫県社協）

認知症家族の会

講演会のご案内
　認知症家族の会では、下記の日程にて講演会を
開催します。参加対象は「関心のある方なら
どなたでも」かまいません。
　参加希望の方は、下記までお申し込み、お問い
合わせください。

記
日　時　12月８日（土）
　　　　　13時30分～15時30分
場　所　福祉しあわせセンター
内　容　「口腔ケアについて」　
　　　　　講師：歯科医師　内田 年實 先生

申し込み・問合せ先

　播磨町地域包括支援センター
　　０７９－４３５－１８４１

　播磨町福祉会館（指定管理者：播磨町社会福祉協議会）
では、今年も10月23日（火）と24日（水）の２日間、「福祉
と文化のかおり高いまちにしましょう」をテーマに、５回
目となる文化祭を開催しました。
　開催にあたっては、福祉会館を利用する団体・サークル
に呼びかけ実行委員会を組織し、企画・準備・当日の運営
にいたるまで、皆さんのご協力のもと開催しました。
　たくさんのご来場、ありがとうございました。

　福祉会館は、山陽電鉄「播磨町駅」の南、播磨
小学校の体育館の隣にある建物です。住民の福祉
の増進、文化の振興を図り、各種集会等に利用し
ていただくことを目的として建てられたもので
す。大小様々な部屋があり、小グループの集まり
から講演会などにもご利用いただけます。
　また、入浴施設もあり、65歳以上の方は無料
でその他の方は１回300円でご利用いただけま
す。また、入浴後、くつろいでいただけるスペー
スもあります。
　ご利用は、日祝日と年末年始を除く９時から
21時までとなっています。
　ぜひ、ご利用ください。
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寄付者ご芳名
（所得税法第78条第2項第3号該当　法人税法第37条第2項及び第3項第3号該当）

あたたかい善意ありがとうございました。
（平成24年10月10日～11月9日）

●福祉のために ●今月の払出状況
（敬称略）（個人の部） 15,000円

500円
5,000円
3,500円
2,000円
5,000円
3,500円

子どものいない老人誕生祝い
旅 人 へ 　 （ １ 件 ）地区名 氏　名 金　額

大 中 東
宮 西
古 宮 第 ３
南 大 中
宮 西

匿 名
匿 名
匿 名
匿 名
匿 名

（団体の部）
10,881円
14,325円
50,000円
2,000円

タオル120枚
6,476円

播 磨 囲 碁 協 会
加 古 郡 リ サ イ ク ル プ ラ ザ
ボランティアグループあすなろ
播 磨 町 陶 芸 サ ー ク ル
兵 庫 東 播 岳 風 会 婦 人 部
播磨町ことぶき大学ＯＢ学友会

お礼とお願い
　第５回福祉会館文化祭において、今年も、ボランティア
グループ「あすなろ」の皆さんによる手作り品等のバザー
が行なわれ、来場いただいたたくさんの方にご購入いただ
きました。この売上金より50,000円を福祉会館の充実のた
めに活用してくださいとご寄付いただきましたので、紙面
をかりましてお礼申し上げます。
　なお、あすなろでは、ご家庭で眠ってい
る毛糸・着物・布地等の提供いただけたら
とのご希望があります。ご家庭に眠ってい
るものがあれば、ぜひ福祉会館までお届け
ください。ご協力お願いいたします。

　文化の秋、食欲の秋、であいの秋…。ゆうあい園は
大忙しの秋ですが、たくさんの方と出会い、ふれあい、
そして多くの方に支えていただいていることを実感す
る秋でした。

第14回ゆうあい園・ボランティア交流会
　10月17日（水）、今年も日頃お世話にな
っているボランティアの皆さんに集まっ
ていただき交流会を行ないました。
　今年の園の出し物は、「和太鼓」でした。

きずな祭り2012
　４月から、加古川県民局の１階にオー
プンした「チャレンジショップきずな」
で、11月６日（火）イベントが開催され、
ゆうあい園も出店しました。
　写真は、ロンドンパラリンピックに卓
球で出場された別所キミヱさんと。

労働者福祉協議会主催交流芋掘り
　10月19日（金）、労働者福祉協議会の皆
さんからのお招きで、稲美町国安のいも
畑にて、こばと園、くるみ作業所、ワー
クルームふれあい園の皆さんと一緒に、
芋掘りを楽しみました。

　介護保険などの福祉サービスを利用するには、自分で福祉サービスを選び、契約しなければいけません。し
かし、判断能力に不安があるために、上手に福祉サービスを選ぶことができなかったり、利用料がきちんと支
払えないことがあります。福祉サービス利用援助事業（日常生活自立支援事業）とは、そのような方々が自分
で福祉サービスを選び、利用しながら安心して地域で暮らせるように、社会福祉協議会が「福祉サービスの利
用を援助する」ための事業です。社会福祉法という法律で定められ、全国で実施されています。

自分らしく、住み慣れた播磨町で安心して生活するために　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社会福祉協議会がお手伝いします。

（日常生活自立支援事業）

○福祉サービスの利用援助
・福祉サービスの利用料金の支払い
・福祉サービスの利用手続きのお手伝い
○日常的な金銭管理の支援
・公共料金等の支払い
・金融機関での生活費等の出金や振込
○通知文書の確認
○通帳・印鑑の預かり　　など
　※残高50万円以下の通帳に限ります。

お手伝いできる内容ご利用できる方
　判断能力に不安のある高齢者や障害者
の方で、この事業の利用意思が確認でき
る方
※在宅で生活されている方に限ります。

◆こんなことありませんか？◆
相談者：ヘルパー
対象者：80歳　　一人暮らしの高齢者
　
　Ａさんは長年住んでいる家で、ヘルパーの支援を受けなが
ら生活しています。
　最近物忘れがひどくなり「お金がない」「通帳を盗られた」
と訴えるようになりました。そのたびに一緒に探し、布団の
下やたんすのすき間から見つかるということが多くなってき
たので心配です。

利用料
　１時間につき、1,000円の
利用料が必要です。

～ 利用までの流れ ～
①　相　談

②　訪問・支援計画策定 ③　契　約

播磨町社会福祉協議会に相談してください。
どなたからでも相談いただけます。相談内容
についての秘密は守ります。
※相談料は無料です

計画作成をする専門職員が訪問し、お困りの
ことや本人の希望などをお聞きします。そし
て相談しながらお手伝いの内容を書いた支援
計画をつくります。

お手伝いの内容が良ければ、
社会福祉協議会と契約を結び
ます。

【お問い合わせ先】

播磨町社会福祉協議会
TEL（079）４３５－１７１２
FAX（079）４３６－５６１０
Eメール
　　　info@harima-wel.or.jp


